
〈大会速報　 第 号〉

平成２９年度　第４２回関東中学校軟式野球大会

1 回戦 第 3 試合 開始時間 終了時間 試合時間

【審判】 球審: 霜山　茂正 一塁: 細谷　一喜 二塁: 入野　寛大 三塁: 堀口　剛

【投手‐捕手】 前橋市立第七中学校（群馬県） 投手 ―捕手 :

私立立教新座中学校（埼玉県） 投手 ―捕手 :

【長打】 二塁打 :

三塁打 :

本塁打 :
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<試合経過>　両チームともに先発投手の苦しい立ち上がりからゲームがスタートした。１回裏に立教新座中が、ミスに乗じて１点を先
制。対する前橋第七中は、２回表、すかさず相手投手の制球の乱れから、３点を取り逆転に成功する。その後、両チームともに点を取り
合い、同点で迎えた７回。前橋七中は、小船さんの好走塁が光り、１点を勝ち越した。その裏、立教新座中は、チャンスを作るも生かす
ことができず試合が終了した。前橋七中の細野さんは、１２０球、７奪三振の粘投で、一人で投げ抜いた。前橋市立第七中学校が、２回
戦へ進出を決めた。
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対 私立立教新座中学校（埼玉県）

熱闘シーソーゲーム　前橋市立第七中が制す！

     　　　　 第４２回関東中学校軟式野球大会公式ホームページ
   　　　　   http://www.geocities.jp/chiba_chuyaren/2017kanto/chiba.html
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前橋第七中 茂木 大樹主将

苦しい試合を乗り越えて、戦

い抜くことができた。明日は、

駿台学園。力のあるチームなの

で、全員野球で楽しく野球をや

りたい。

立教新座中 蛭田 量監督

選手たちはよく戦ってくれた。

攻撃時の作戦やベンチが動くタイ

ミングなど工夫したかった。もう

少し、点数が取れる部分があった

と思う。

チームコメント

前橋第七中 近藤 光泰監督

投手が９安打されながらも、守

備でしのぎ、なんとか守ってくれ

た。攻撃では、打てないなか、四

球に走塁を絡めて最後の得点にも

つながった。選手たちがよく戦っ

てくれた。


